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第１回フォトコンテスト最優秀賞 『満天の星』撮影：石田 亜希氏第１回フォトコンテスト最優秀賞 『満天の星』撮影：石田 亜希氏
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競技大会の誕生 ～秋元梅峯の活動～
第1回の「土浦の花火」は、大正14（1925）年9月に、神龍寺（土浦市文京町）住職、秋元
梅峯（1882～1934）が組織した大日本仏教護国団が主催して、霞ヶ浦湖畔の埋立地で開
催されました。開催の目的は、大正11年に阿見村に開設された霞ヶ浦海軍航空隊の殉職

者の慰霊、土浦の商業の活性化、秋の収穫への感
謝などがあげられていました。競技会の開催にあ
たり、梅峯は9月に開催されていた笠間稲荷神社
全国煙火競技会を参考にし、競合を避けるため第
2回以降は10月に開催したといわれています。梅峯
は競技大会以外にも、関東大震災の避難民への
援助や土浦初の火葬場の建設など、数々の社会事
業を展開しました。

1月［令和８年］  January 2026

秋元梅峯肖像（神龍寺所蔵）競技大会初期の記念写真（一般社団法人土浦市観光協会保管）

第 2回フォトコンテスト最優秀賞 『土浦・至高の花火』撮影：サルマニアン シャーラム氏第 2回フォトコンテスト最優秀賞 『土浦・至高の花火』撮影：サルマニアン シャーラム氏
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にぎわう町 ～町の人々の支援～
秋元梅峯が主宰した大日本仏教護国団による「土浦の花火」は途中の中断を
挟み昭和6（1931）年の第5回大会まで実施されましたが、梅峯頼みの大会運
営は財政的に厳しい状況に陥ってきました。第6回大会以降、競技大会の主催

者が「土浦煙火協会」となり、土浦町も
協力する体制が整いました。煙火協会
には町内の商工関係者に各地区の人々
も加わり、競技大会は町にとって重要な
行事となっていきました。第6回大会の
プログラムをみると第2回大会と比べて商店の広告数が5倍にも増えており、競技大会の開
催で売り上げを伸ばした商店の姿が見えてきます。秋の競技大会は名実ともに土浦を代表
する行事として人々に認識されていきました。

2月［令和８年］ February 2026

競技大会の宣伝人形（神龍寺所蔵）

第 6回大会プログラム（土浦市立博物館所蔵）

第 3回フォトコンテスト最優秀賞『花火づくし・千輪華幻想』撮影：古川 靖史氏第 3回フォトコンテスト最優秀賞『花火づくし・千輪華幻想』撮影：古川 靖史氏
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土浦火工株式会社 ～戦後の競技大会を強力に牽引した立役者～
第二次世界大戦で中断していた「土浦の花火」は、昭和21（1946）年に全国に先
駆けて復活されました。戦後の競技大会の発展を力強く牽引したのが、北島義
一（1908～79）が設立した「土浦火工株式会社」〔平成3年解散〕でした。土浦
火工は、昭和20年代後半から50年代にかけて、北海道から中部地方に及ぶ各
地の花火大会を受注し、最盛期には50人を超える従業員とともに国内の花火需

要に応えました。自らも全国の競技大会などに参加
し、数々の優秀な成績を収めました。昭和23年、東
京の隅田川にかかる両国橋付近では江戸時代から
続く両国川開花火が再開され、日本一の花火を競う
全国花火コンクールも始まりました。土浦火工株式
会社もこのコンクールに参加し、優勝を重ねました。

3月［令和８年］ March 2026

土浦火工パンフレット（土浦市立博物館所蔵）

第 11回大会優勝旗（個人所蔵）

第 4回フォトコンテスト最優秀賞『万葉花』撮影：岡田 宗生氏第 4回フォトコンテスト最優秀賞『万葉花』撮影：岡田 宗生氏
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輸出振興を目指して ～国策を推進～
昭和23（1948）年、東京の両国橋付近で両国川開花火が再開され、日本
一の花火を競う全国花火コンクールも始まりましたが、このコンクールの開
催趣旨は、日本の花火技術の発展と、海外への花火の輸出振興に寄与す
ることでした。その気運は「土浦の花火」にも現れ、昭和37～46年の競技
大会は、「輸出振興全国花火競技大会」として開催されました。花火の海
外輸出は、当時国が推し進める政策でもあったため、「土浦の花火」に通
商産業大臣（経済産業大臣）賞が授与されることになりました。土浦火工
も花火の輸出に取り組み、輸出用に防水スプレーを塗布するなど海外の
基準に合わせた花火玉の製造が行われ、アメリカを中心とした海外の
国々に花火が輸出されました。

4月［令和８年］ April 2026

輸出用花火玉［模造］（土浦市立博物館所蔵）

第 5回フォトコンテスト最優秀賞『秋華』撮影：石田 亜希氏第 5回フォトコンテスト最優秀賞『秋華』撮影：石田 亜希氏
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北島義一の功績 ～日本の花火業界を先導～
北島義一が設立した土浦火工株式会社は、戦後の競技大
会の発展を力強く牽引すると同時に、数々の競技大会で優
秀な成績を収めました。そのため、全国から多くの花火師
が土浦火工に弟子入りし、全国的な花火技術の進展に寄
与しました。義一は当時、その技術力を駆使し、難しいとさ
れた紫色の「ブドウ煙」の花火を創作しました。落下傘を
使った昼花火で、義一の代表作の一つとなっています。昭
和34（1959）年に日本煙火工業会の会長に就任し、同37年
の社団法人日本煙火協会設立にも寄与しました。その後
長きに渡り、花火製造業の地位向上や花火打ち上げの際
の保安にも尽力しました。

5月［令和８年］ May 2026

北島義一肖像（個人所蔵）花火配合帳（土浦市立博物館所蔵）

第 6回フォトコンテスト最優秀賞『天空の宴』撮影：菊池 健一氏第 6回フォトコンテスト最優秀賞『天空の宴』撮影：菊池 健一氏
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観客動員数の推移 ～町の人々の支援～
「土浦の花火」観客動員数について、正確な観客数がわかるのは、昭和21
（1946）年「いはらき新聞」が報じた35万人という数字です。当時の土浦の人
口が5万人強であったことから、人口の約7倍もの観客が来場したことになりま

す。その後、動員数は順調に増加し、昭
和58年には40万人、平成3（1991）年に
は50万人、初めて「土浦花火づくし」を
披露した平成12年には65万人を数える
ほどになりました。平成20年には80万人
もの観客が来場し、土浦駅は大混雑となり、入場規制がしかれるほどになりました。その
後は70万人ほどの動員数で推移していますが、それほどの来場者を迎えるために茨城県
警土浦警察署の全面的な協力のもと、安全対策に万全を期して臨んでいます。

6月［令和８年］ June 2026

観客動員数の推移

桟敷席俯瞰図（画像提供：土浦市商工観光課）
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第 7回フォトコンテスト最優秀賞 『夜空の孔雀』撮影：後藤 典子氏第 7回フォトコンテスト最優秀賞 『夜空の孔雀』撮影：後藤 典子氏
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「土浦の花火」を支える花火師 ～日本一の花火を彩る立役者～
「土浦の花火」が日本一を自負する理由は、他の大会では見ることができないような花火の質の高さです。それを支えるのが、打
ち上げ技術はもちろんのこと、参加する花火師（煙火業者）の数です。「土浦の花火」は全国から集う花火師たちに支えられてい
る大会なのです。大正15年の第2回大会のプログラムには、すでに愛知県や三重県、山形県など日本各地から土浦に集まってきた
花火師たちの名前が掲載されています。平成27年の第84回大会には、全国20都道府県から57名の花火師（57煙火業者）が参加
しています。一晩で国内屈指の花火師が最
新の技で精魂込めて作り上げた作品を観
ることができる大会、それが「土浦の花
火」なのです。かつて輸出振興のために開
催されていた「土浦の花火」は、花火師た
ちにとってはその技を競い合う花火の品評
会ともいえるでしょう。

7月［令和８年］ July 2026

2024 年大会花火師登場（画像提供：土浦市商工観光課）

第 8回フォトコンテスト最優秀賞 『夜空の土浦劇場』撮影：宮口 弘志氏第 8回フォトコンテスト最優秀賞 『夜空の土浦劇場』撮影：宮口 弘志氏
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大曲との絆 ～内閣総理大臣賞付与の背景～
平成12年8月、「大曲の花火」で内閣総理大臣賞の付与が内定しそうだという情報
が、大曲商工会議所の小西龍一氏から土浦市にもたらされました。小西氏は長く「大
曲の花火」を支えておられ「土浦に追いつけ、追い越せ」が口癖だったそうです。そ
の情報が伝わるや否や、「土浦の花火」にも内閣総理大臣賞をと経済産業省に掛け
合いましたが、「賞は一カ所にしか出せない」と断られてしまいました。すると、小西
氏が国に対して「大曲と土浦の両方に内閣総理大臣賞を出してもらえないか」と申し
入れてくださったのです。実は、昭和38年に「大曲の花火」に通商産業大臣賞が付与
されることになった経緯に、土浦火工の北島義一の口添えがあり、そのことをよくご
存知であった小西氏が「大曲が通商産業大臣賞をもらえるようになったときの恩を仇
で返すようなことはできない。」と交渉してくださったのです。花火業界発展に込めた
両者の想いが絆となって実現した内閣総理大臣賞の付与だったのです。

8月［令和８年］ August 2026

内閣総理大臣賞杯（画像提供：土浦市商工観光課）

第 3回フォトコンテスト最優秀賞『夜空彩る秋の花』撮影：岡 広樹氏第 3回フォトコンテスト最優秀賞『夜空彩る秋の花』撮影：岡 広樹氏
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スターマイン ～誇りと名誉をかけた競技～
競技の中でも、スターマインの歴史は「土浦の花火」の歴史とも言えます。スターマイン
は、いわゆる速射連発のことを言い、数百発の花火が絶妙なタイミングと多彩な変化で秋
の夜空を彩る光景は圧巻です。今でこそ各地の花火大会でフィナーレを飾ることが多い
スターマインですが、以前は仕掛花火の裏打ちとしてしか扱われませんでした。土浦で
は、昭和34年（第28回）に「速射連発の部」を競技部門のひとつとして独立させました。
競技部門として独立以来、花火師の誇りと名誉をかけた熾烈な競争が繰り広げられ、「ス
ターマインの部」は「土浦の花火」を代表する重要な部門に成長しました。土浦の花火大
会は、「スターマイン日本一」を決める大会とも言われています。花火師たちは、多くの時間
と労力を注ぎ込み、数百発の多種多様な花火を組み合わせた土浦仕様のスペシャルス
ターマインを持ち込んできます。テンポ良く絶妙なタイミングで打ち上がる精魂込めて作ら
れた色とりどりの花火の迫力は圧巻で、観る人の心をとらえて離しません。

9月［令和８年］ September 2026

第 9回フォトコンテスト優秀賞「踊ろう！カーニバル」撮影：中村 廣勝氏

第 10 回フォトコンテスト最優秀賞『光のシャワー』撮影：武田 浩氏第 10 回フォトコンテスト最優秀賞『光のシャワー』撮影：武田 浩氏
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新たなチャレンジ
観る人を圧倒する人気の「土浦花火づくし」は、第69回大会、市制施行60
周年を記念して、特別花火「ワイドスターマイン土浦花火づくし」として披
露されました。当初は一回限りの予定でしたが、観客のあまりの反響の大
きさに継続して行われることとなり、毎年改良が加えられ、観る人に感動
を与える花火となっています。平成13年の第70回大会時は、「土浦の花
火」のさらなる発展と全国の花火大会主催者への情報発信を趣旨とし
て、第1回「全国花火サミット」を土浦で開催しました。平成26年の第83回
大会からは、「レクチャー花火」や「花火師登場」など、より花火を身近な
ものとして感じてもらうための取り組みも始まりました。レクチャー花火で
は、花火に関する知識をあらかじめ得てもらうことで競技大会をより楽しむことを目的とし、花火師登場では、花火師たちの紹介
とあいさつを通して花火師の意気込みを知ってもらおうという企画で、いずれも好評を博しています。

10 月［令和８年］ October 2026

ワイドスターマイン（画像提供：土浦市商工観光課）

第 10 回フォトコンテスト入選『秋を彩る大輪の花』撮影：稲葉 一樹氏第 10 回フォトコンテスト入選『秋を彩る大輪の花』撮影：稲葉 一樹氏
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花火玉（割物）の断面図と多重芯11月［令和８年］ November 2026

打上花火の名前

花火玉を吊る取っ手。
※イラストは、
　八重芯の花火玉。

火が先端から玉の内側に向かって燃えていき、
中の割火薬に点火する。

どう

導火線（親導）
せん おやみちか

花火玉を上空で破裂させ、
中に詰められている星を飛ばすための火薬の粒。

わりやく

割火薬（割薬）
わり やくか

火薬を包む紙。おもにクラフト紙でできている。

たまがわ

玉 皮

りゅうず

竜頭

光や煙を出しながら燃える火薬の粒。
一番外側の星を｢親星｣といい、
内側の星を｢芯（芯星）｣という。
※実際の星は、黒色をしている。

ほし

星花火玉が上空で開いたとき、中に詰め
た星は花火の輪になります。そのため、
星が二重に詰められていると二重に、三
重に詰めれられていると三重の輪の花
火になります。

花火玉には、「玉名」（ぎょくめい）という名前が付
けられていて、形・色・変化などの内容を表していま
す。玉名は大きく2種類に分けられ、花火玉が打ち
上げられて上昇し、開いてから変化していく様子を
表しているものと花火を打ち上げたときのイメージ
からつけたものがあります。

（画像提供：土浦市商工観光課）

第 11 回フォトコンテスト最優秀賞『優しい光に包まれて』撮影：武田 浩氏第 11 回フォトコンテスト最優秀賞『優しい光に包まれて』撮影：武田 浩氏

•

••

•
日 月 火 水 木 金 土

6
54321

8 9
15 16
22 23
2928 30 31

13
20
27

11 12
18 19
25 26

10
17
24

7
14
21

良い花火の条件12月［令和８年］ December 2026

玉の座り -たまのすわり -
花火は打ち上げられた玉が最高点で開くも
のが良いとされています。玉が上昇から下
降に変わる瞬間が、星が上下方向の力に流
されることなく丸くなります。上昇の途中
で開くと扇形に、下降中に開くと星が流れ
る可能性があるといいます。

肩 -かた -
星が放射状に真っすぐ飛ぶものが最高とさ
れ、「肩のはりが良い」といいます。星が先
でふらふら泳いだり、星が予定外のところ
に飛んだり、点火されずその星のあるべき
ところから抜ける「抜け星」があってまばら
になったりするものは良くありません。

盆 -ぼん -
花火が開き、星が飛び散って作る形を「盆」
といい、大きく真円（球）であることが最
高とされています。開いた姿が楕円だった
り、いびつなもの、また玉の大きさ相当の
広がりがないものは良くありません。

消え口 -きえくち -
花火は、全ての星が同時に変化して色を変
え、同時に燃え尽きるものが理想的です。
星の燃え尽きる時を「消え口」といい、全
ての「消え口が揃う」ことが花火の印象を
引き締めます。

早い 遅い玉のすわりが良い 肩のはりが良い

盆が楕円

盆がいびつ 盆が良い

消え口が
揃う

消え口が
揃わない星が抜けている

（画像提供：土浦市商工観光課）

定価¥2,200（税込）（送料別）
（税込）
（送料別）
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FAX注文書（029-826-1080）
氏　　名 部　数 部

住　　所

電話番号 E-mail

〒

Google
フォームからも
ご注文

いただけます

※上記ご記入の上、029-826-1080までFAXでご注文ください。
　お支払いは商品発送時にご案内いたします。

当社にお渡し頂いた個人情報（印刷に必要な氏名、住所等）は、「個人情報保護マネジメントシステム」

に基づき、次の通り取り扱いさせていただきます。

１．皆様の個人情報は、①商品・サービスに関するご意見・ご要望などの対応、お問い合わせ等の回答の
ため②カタログ、チラシ、商品サンプルなどの発送のため、利用させていただきます。

２．皆様の個人情報は、法令に基づく場合を除き、他へは提供しません。

３．皆様の個人情報は、印刷及びそれに附帯する業務にあたって適切な契約と管理・監督のもとで委託を

行うことがあります。

４．個人情報の提供については任意ですが、必要な事項が提出されないとご依頼いただいた業務を行うこ

とができない場合があります。

５．皆様の個人情報は、適切な管理体制のもとに、第三者が触れないよう取扱い、保管します。この間、

個人情報の利用目的の通知、開示及び訂正、追加又は削除、利用の停止、消去、第三者への提供の停

止を求められた場合、本人であることを確認させて頂いた上で、速やかに対応いたします。尚、ご要

望にお応えできない場合は、ご本人に遅滞なくその旨をお知らせし、理由を説明します。これらの請

求は、下記のお問合せ先までご連絡ください。

〔個人情報についてのお問合せ先〕

　　株式会社いなもと印刷　総務部

　　電話：029-826-1221

６．次の者を個人情報管理責任者として任命し、皆様の個人情報を適切に管理します。

　　個人情報管理責任者　稲本義則　

　　電話：029-826-1221

※上記のご氏名欄へのご記名をもって、
　下記個人情報取り扱いに同意したものとさせていただきます。

― 個人情報取扱い案内 ―

株式会社いなもと印刷

代表取締役　稲本 創

好
評
発
売
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